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し な が ら 、 そ の 場 に
至って初めてこの看板
を目にするのと、下の
方から「目標」として
見据えるのとでは、途
中 の 対 応 が 大 き く 変

わってきます。ソフトウェアの開発プロセス
は、すべて同じ状態ではありません。私が関係
しているいくつかのプロセスでも、極端に言え
ば「同じ部署」でもチームによって状態が異な
ります。レベル１の状態でも、項目によっては
レベル２に届きそうなものを持っているチーム
もあれば、ほとんど見るべきものを持っていな
いチームもあります。
それぞれのチームの事情によって、高い目標を
見据えて対応していくことは可能ですし、そこ
に至るための「伏線」を引くことは、大いに勧
められるべきことと考えます。この種の施策
は、出来るだけ多くの施策を同時進行に実施し
なければ、複雑に絡み合った「因」と「果」を
解きほぐすことは難しいものです。

◆＜“Quantitative Process Management ”と
は、プロジェクトのプロセスパフォーマンスを
定量的に制御することを意味する。プロジェク
トのプロセスパフォーマンスは、ソフトウェア
プロセスに従ったことによって達成される現実
の結果である。目指すところは、ある程度安定
したプロセス内の違いの特殊な原因を認識し、
それらを生み出した状況を必要に応じて修正す
ることにある。＞
 レベル４のプロセスは「管理されたレベル」
です。そして管理するためには、たとえば数値
で表現されなければなりません。何かの目標や
基準に対して、どのような状態にあるのかを判
定しなければなりません。単に「遅れている」
とか、「品質が悪いように思う」というので
は、本来の意味での管理は出来ません。
もっとも、単に「何日遅れている」という程度
のものはこのレベルに達するまでに解決されて
いるはずです。たとえばこのレベルでは「設計
書のピアレビューで発見される問題が、前回の
モデル（又は予定）と比べて２５％増え。その
内、５０％が要求仕様書のモレであったため
に、要求仕様書に対するリワークが増え設計作
業全体が何日遅れる結果となった」と表現され
るべきでしょう。
プログラムの「複雑度」も今日では計量化され
ていて、一部では外注したソフトウェアの納品
検査に使用されていたり、ソフトウェア・リエ
ンジニアリングの対象モジュールの選定に使わ
れています。潜在欠陥数や欠陥除去率などの尺

◆＜“Peer Reviews（ピアレビュー）”と
は、早期に、且つ効果的に成果物から欠陥を取
り去ることである。当然の結果として、成果物
と予防できる欠陥に対していっそうの理解を得
ることができる。ピュアレビューは、たとえば
インスペクションや構造化ウォークスルーを通
して実現される重要で、且つ効果的な手法であ
る。＞
前回のレベル３の説明で一つ洩れていたのが、
このピアレビューです。この種のレビューにつ
いては、ウォークスルーと呼んだり、インスペ
クションと呼んだり、まちまちです。呼び方は
色々あっても、要は「Peer」なレビュー、すな
わち欠陥が透けて見えるほど凝視するようなレ
ビューを行うことです。
“自分では自分の欠陥を見つけられない”とい
う立場から、チームのメンバーや、時には第３
者を交えて、ピアなレビューを行うことを勧め
ているのです。
この種のレビューが、品質を向上させるのに非
常に効果的なことは広く知られています。所
謂、“品質を織り込む”という表現は、このよ
うな行為を通じてこそ実現されるものです。１
９８７年に提唱された「CLean Room」手法
も、この種のピアレビューが大前提となってい
るのです。
しかしながら、ピアレビューが実施できるに
は、やはりレベル２以上になっていることが必
要でしょう。レベル１のプロセスで実施される
レビューは、なかなかピアレビューの域には達
しないでしょう。その理由は、成果物の仕上が
り状態が不十分なこと。とてもピアレビューに
耐えらるようなレベルの成果物が書けないで
しょう。もう一つ大きな障害は、関係者がその
成果物を事前に検討する時間が確保できないこ
とです。というより、時間をコントロールでき
るレベルに達していないのです。時間をコント
ロールして、自在にこの程度の飛び込み作業を
吸収できるためには、プロジェクトの詳細な計
画が欠かせません。作業の優先順位を変えて、
プロジェクトの進捗にどう影響するか、あるい
は吸収する方法を考えられる材料が整っていな
い限り、事前に「ピア」に検討した上で、レ
ビューの場に臨むことはできません。
言い替えれば、その組織が“ピア”なレビュー
が出来るようになったかどうかで、レベル２を
確保したかどうかを判断することも出来るで
しょう。それくらい、これは『言うは易く、行
うは難い」テーマです。でも、これを避けて
は、間違いなくレベル３を獲得できないし、当
然それ以上のレベルを目指すことも出来ませ
ん。ましてや、その時点で考えられる新しい取
り組み（手法）を吸収することなど及びもつか
ないでしょう。

＜レベル４においてのキープロセス領域は、構
築されるソフトウェアプロセスとソフトウェア
成果物の定量的解釈を確立することに焦点を絞
る。 ＞
多くの組織にとって、これ以上の施策は、手の
届かないところにあるのかもしれません。しか
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▲去年から始まった、価格破壊と呼ばれる商品価格の大幅な引き下げが、年を明けて本格化する
気配を見せている。実はこの動きは、２、３年前から“アウトレット店”などの形で姿を表わし
ていたが、バブル崩壊後の経済の立ち上がりにもたついている間に、「輸入」という手段も含め
て、しっかりと市民権を得た感がある。
▲新年の財界人の集まりでも、大手の流通業の代表が、“実は去年の価格破壊は、われわれが仕
掛けたものではない。今年は自分たちが本格的に仕掛ける”と宣言していた。新興の流通業者
に、美味しいところをもっていかれるのを、指をくわえて見ているわけには行かないのだろう。
▲ちなみに、昨年末の統計で、戦後初めて流通産業の就業人口が減少した。これは昨年の価格破
壊の仕組みが、流通の段階、すなわち問屋や市場をスキップすることで実現したことを裏付けて
いる。そしてこの傾向は、今後さらに進むものと思われる。
▲その次には製造段階における価格の引き下げが求められることになる。すでに一部の商品は、
その方向で製造方法の見直しに入っている。そこでは「この品物の販売価格を半分にするにはど
うすればいいか」という発想の転換が求められている。それが出来なければ、大手メーカーと言
えども、もはやこのレースに参加し続けることは出来なくなる。

度を材料として、製品の出荷の判断も行われて
います。
大事なことは、これらの計量化された値を監視
して、必要に応じて、プロセスの仕組や構成を
修正することです。以前にはうまく行ったやり
方であっても、時間の経過や構成メンバーの変
化に伴って、いつもうまく行くとは限りませ
ん。計量化管理によって、素早くその兆候を検
知し、仕組みを修正することが必要であり、そ
れによって、このレベルを維持できるのです。

◆＜“Software Quality Management （ソフト
ウェア品質管理）”とは、定めた品質目標を達
成するために、プロジェクトの成果物の品質の
定量的解釈を開発することを意味する。
そして、そのような計量化管理ができるよう
に、そのプロセスに応じた計量化「品目」、及
びその「尺度」を開発導入することが必要にな
ります。もちろん“開発・導入”といっても、
何もかも自分たちで新しく考えなければならな
いことはなく、今日では既に、いくつかの計量
化の項目と、それに関する適当な尺度が提案さ
れています(*1)ので、それらを参考にして、自
分のプロセスに適うように、選択・アレンジす
るのもよいでしょう。
一般にプログラムの変更に関するエラー発生率
は、同程度の規模の新規開発プログラムの３倍
にのぼると言われている。それが、複雑さの高
いプログラムなら、尚更エラーの発生率が高く
なることは目に見えています。実際、プログラ
ムの「複雑さ」だけをとっても、２０種類もの
測定項目が挙げられています。
この他にも品質目標として測定可能な品質要因
は、欠陥レベルや欠陥の発生源、欠陥の重大
性、欠陥除去率、また製品の信頼性や保守性、
要求への適合性や顧客満足度なども測定できま
す。
要するに『測定されなければ管理できない』と
いう考えの下に、何かを改善したければ、その
改善度合を表わす（ものと思われる）尺度を探
すことです。
こうした、品質への飽くなき追及こそ、これか
らのソフトウェア開発のプロセスにとって欠く
ことのできない姿勢となるでしょう。
　　　　　　　　　　　　　　（次号に続く）

（＊１）参考文献
「ソフトウェア開発の定量化技法」
 　　Capers Jones 著、鶴保征城、富野壽監訳
　　発行：構造計画研究所
　　発売：共立出版
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関
係
者
は
、
「
未
明
で
あ
っ
た
た
め
職
員

の
登
庁
が
遅
れ
、
そ
れ
が
現
状
把
握
の
遅

れ
に
つ
な
が
っ
た
、
な
ど
と
出
来
な
か
っ

た
理
由
」
を
並
べ
る
。
こ
の
最
初
の
つ
ま

ず
き
が
、
そ
の
後
の
対
応
を
す
べ
て
後
手

に
回
し
た
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
―
　
◇
　
―
　
◇
　
―

一
年
前
の
西
海
岸
の
地
震
の
際
に
は
、
緊

急
出
動
体
制
と
は
別
に
、
現
地
で
の
見
事

な
救
援
シ
ス
テ
ム
（
Ｃ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
）
を
見
せ

ら
れ
た
。
災
害
発
生
と
同
時
に
、
非
常
に

短
時
間
に
市
民
に
よ
る
救
援
シ
ス
テ
ム
が

作
ら
れ
る
。
災
害
の
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
州

外
か
ら
も
参
加
す
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

配
置
を
考
え
る
の
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ

る
。
物
資
の
支
援
も
、
た
だ
漫
然
と
呼
び

一
月
一
七
日
の
未
明
に
、

兵
庫
県
南
部
を
襲
っ
た
直

下
型
地
震
は
、
我
が
国
に

と
っ
て
新
し
い
地
震
災
害

の
形
態
の
幕
開
け
と
な
っ

た
。
昨
年
ア
メ
リ
カ
西
海

岸
で
の
地
震
の
際
に
、
関

係
者
は
揃
っ
て
「
我
が
国

で
は
建
造
物
の
基
準
が
ア

メ
リ
カ
よ
り
厳
し
い
た

め
、
あ
の
よ
う
な
事
態
に

は
至
ら
な
い
」
と
言
っ
て
き

た
。

だ
が
、
現
実
に
テ
レ
ビ
に
映
し
出
さ
れ
た

場
面
は
、
高
速
道
路
の
桁
が
外
れ
、
巨
大

な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
柱
が
脆
く
も
根
本
か

ら
折
れ
て
い
る
。
駅
舎
が
電
車
を
乗
せ
た

ま
ま
押
し
潰
さ
れ
た
り
、
何
箇
所
も
の
高

層
ビ
ル
の
中
程
の
階
が
潰
さ
れ
て
い
る
。

巨
額
の
資
金
を
投
入
し
て
「
未
来
都
市
」

を
標
榜
し
て
作
ら
れ
た
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
も
、
広
範
囲
な
液
状
化
現
象
の
た
め

に
、
一
瞬
に
し
て
使
い
物
に
な
ら
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

―
　
◇
　
―
　
◇
　
―

自
然
に
つ
い
て
人
間
が
分
か
っ

て
い
る
こ
と
は
極
く
一
部
に
す

ぎ
な
い
。
地
形
や
地
質
に
よ
る

地
震
波
の
変
化
な
ど
も
、
ど
こ
ま
で
分

か
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

で
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
、
人
間
が

「
理
解
し
た
範
囲
」
の
中
で
シ
ミ
ュ
レ
ー

ら
塩
抜
き
不
十
分
な
海
砂
を
使
っ
た
た

め
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
強
度
不
足
が
指
摘

さ
れ
た
。
そ
れ
で
も
（
関
西
で
は
）
そ
こ

ま
で
の
強
度
は
必
要
な
い
と
、
結
局
塩
抜

き
不
十
分
な
生
コ
ン
で
押
し
通
し
た
が
、

鉄
道
や
道
路
の
損
壊
は
、
一
個
の
ビ
ル
が

壊
れ
る
の
と
は
意
味
が
違
う
。

―
　
◇
　
―
　
◇
　
―

今
回
の
地
震
で
行
政
の
対
応
の

ま
ず
さ
が
目
に
つ
い
た
。
ど
う

や
ら
今
回
の
よ
う
な
地
震
が
起

き
る
こ
と
を
全
く
想
定
し
て
い
な
か
っ
た

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
恐
ら
く
「
想
像
を
越

え
た
規
模
」
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の

国
は
、
権
威
あ
る
人
（
又
は
機
関
）
が
、

「
有
り
え
な
い
こ
と
」
と
言
え
ば
、
誰
も

そ
の
枠
を
越
え
て
議
論
す
る
こ
と
は
し
な

い
の
で
あ
る
。
「
万
一
起
き
た
ら
ど
う
す

る
か
？
」
と
突
っ
込
ん
で
も
、
「
起
き
な

い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
」
の
一
言
で
議
論

に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
防
災
シ
ス
テ
ム
や

救
援
シ
ス
テ
ム
（
こ
ん
な
も
の
が
あ
る
の

か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
が
）
も
、
都
市
が

機
能
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。

水
道
は
ポ
ン
プ
で
機
能
し
て
い
以
上
、
電

気
の
供
給
が
止
っ
た
ら
上
下
水
道
は
停
止

す
る
。
そ
の
上
、
神
戸
の
川
は
傾
斜
が
き

つ
く
普
段
は
殆
ど
流
れ
て
い
な
い
。
道
路

も
、
山
と
海
に
挿
ま
れ
た
狭
い
範
囲
を
東

西
に
走
っ
て
い
る
た
め
、
殆
ど
迂
回
路
が

な
い
。
一
朝
事
有
れ
ば
渋
滞
す
る
こ
と
は

目
に
見
え
て
い
る
。
電
話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
想

定
し
た
防
災
連
絡
網
は
、
停
電
と
回
線
の

切
断
で
、
ま
っ
た
く
役
に
立
た
な
い
。

ご意見ご感想をお寄せください。宛先は表紙の住所又はＥ－Ｍａｉｌへ

か
け
る
の
で
は
な
く
、
具
体
的
に
何
が
ど

れ
だ
け
欲
し
い
か
を
公
表
す
る
。
現
地
で

物
資
を
配
給
す
る
の
も
、
こ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
組
織
が
行
う
。
行
政
は
も
彼
ら
の

行
動
を
積
極
的
に
支
援
す
る
。
見
事
な
社

会
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

昨
年
、
日
本
の
関
係
者
は
、
現
地
で
こ
の

シ
ス
テ
ム
を
目
の
あ
た
り
に
し
て
き
た
は

ず
で
あ
る
。

ど
う
や
ら
こ
の
国
に
は
、
危
機
管
理
は
存

在
し
な
い
。
「
平
和
！
」
に
慣
ら
さ
れ
て

い
る
間
に
呆
け
て
し
ま
っ
た
の
か
。
こ
の

国
は
「
シ
ス
テ
ム
」
を
作
り
上
げ
る
こ
と

が
出
来
な
く
な
っ
た
の
か
。
加
州
の
防
災

担
当
官
は
「
こ
の
国
か
ら
学
ぶ
べ
き
も
の

は
な
い
」
と
言
っ
て
帰
っ
て
行
っ
た
。
■

昨
今
、
学
校
が
の
荒
廃
が
進

ん
で
い
る
。
高
校
か
ら
中
学
校
へ

と
及
ん
で
い
く
中
で
、
ニ
ュ
ー
ス
に
も

な
ら
な
い
く
ら
い
常
態
化
し
て
き
た
。

そ
ん
な
学
校
で
も
優
れ
た
校
長
が
赴
任

し
て
く
る
と
様
子
が
一
変
す
る
こ
と
も

あ
る
が
、
現
実
に
は
そ
の
よ
う
な
校
長

が
殆
ど
い
な
く
な
っ
た
。

戦
後
、
教
職
課
程
を
甘
く
し
た
時
か

ら
、
今
日
の
こ
の
よ
う
な
事
態
は
予
想

さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の

状
態
は
ま
だ
当
分
は
改
善
に
向
か
う
見

込
み
は
な
い
。
互
い
の
本
分
を
棚
に
上

げ
て
、
校
長
は
意
欲
あ
る
教
師
の
不
足

を
嘆
き
、
教
師
は
校
長
の
器
量
の
小
さ

さ
を
衝
く
。

同
じ
こ
と
が
一
般
の
職
場
の
な
か
に
も
見

ら
れ
る
。
互
い
に
相
手
の
非
を
喚
き
た
て

る
だ
け
で
、
自
ら
や
れ
る
こ
と
を
し
っ
か

り
と
や
ろ
う
と
し
な
い
。

ち
な
み
に
一
斎
の
こ
の
言
葉
の
意
味
は
、

「
君
主
た
る
者
は
臣
下
に
賢
臣
が
い
な
い

の
を
憂
う
る
の
で
は
な
く
。
名
君
が
い
な

い
こ
と
、
す
な
わ
ち
自
分
が
名
君
で
な
い

こ
と
を
憂
う
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
が
君
主

の
徳
で
あ
る
。
一
方
、
臣
た
る
者
は
名
君

が
い
な
い
こ
と
を
憂
う
る
の
で
は
な
く
、

賢
臣
が
い
な
い
、
す
な
わ
ち
自
分
が
賢
臣

で
な
い
こ
と
を
憂
う
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ

が
臣
下
の
務
め
る
べ
き
道
で
あ
る
」
と
い

う
も
の
で
あ
る
。

人
間
社
会
は
単
方
向
で
は
解
決
し
な
い
。

今月の一言・今月の一言・升月の一､ｾ・今月の一言・今月の一言・今月捨一言・今月捨一言・今月の一言・今月の一言・今月の一言

被
災
地
の
皆
様
に
は
心
よ
り

お
見
舞
申
し
上
げ
ま
す
。

今月の今月の

　　一言　　一言

今

月

の

一

言

・

今

月

の

一

言

・

今

月

の

一

言

・

今

月

の

一

言

・

今

月

の

一

言

・

今

月

の

一

言

・

今

月

の

一

言

う
れ

「
人
君
た
る
者
、
臣
無
き
を
患
う
る
こ
と
な
か

れ
。
よ
ろ
し
く
君
無
き
を
患
う
べ
し
。
す
な
わ
ち
君

徳
な
り
。
人
臣
た
る
者
、
君
無
き
を
患
う
る
こ
と
な

か
れ
。
よ
ろ
し
く
臣
無
き
を
患
う
べ
し
。
す
な
わ
ち

臣
道
な
り
」
　
　
　
　
　
（
言
志
四
録
・
佐
藤
一
斎
）

鐘鐘
暁暁

のの
音音

シ
ョ
ン
し
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
地
震
の
本

当
の
姿
を
再
現
し
て
い
る
と
は
限
ら
な

い
。
一
万
分
の
一
の
規
模
の
実
験
で
得
た

デ
ー
タ
を
一
万
倍
し
て
も
、
そ
れ
は
、
あ

る
一
面
を
拡
大
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

―
　
◇
　
―
　
◇
　
―

地
震
は
現
在
の
と
こ
ろ
防
ぐ
こ

と
が
出
来
な
い
。
今
日
の
人
間

が
対
応
で
き
る
の
は
、
被
害
を

最
小
に
食
い
止
め
る
こ
と
と
、
早
く
回
復

す
る
こ
と
し
か
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

現
実
は
「
予
知
」
に
傾
斜
し
過
ぎ
て
い

る
。
確
か
に
、
い
つ
起
き
る
か
分
か
っ
た

方
が
よ
い
が
、
た
と
え
ば
「
四
八
時
間
以

内
」
な
ど
と
い
う
も
の
な
ら
、
混
乱
す
る

だ
け
で
殆
ど
意
味
が
な
い
。
に
も
関
わ
ら

ず
ま
る
で
「
予
知
」
が
出
来
た
ら
何
と
か

な
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
―
　
◇
　
―
　
◇
　
―

我
が
国
の
建
築
や
土
木
工
事
の
基
準
は
概

ね
地
震
を
想
定
し
て
決
め
ら
れ
て
い
る
。

だ
が
、
問
題
は
そ
の
前
提
で
あ
る
。
例
え

ば
震
度
七
と
い
う
基
準
は
近
年
に
必
要
に

迫
ら
れ
て
追
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ま

た
関
西
地
方
で
は
「
巨
大
地
震
は
起
き
な

い
」
と
い
う
『
常
識
』
も
判
断
ミ
ス
を
招

い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ち
な
み
に
、
高
層
建
築
物
や
道
路
の
橋
脚

な
ど
の
耐
震
基
準
は
、
関
東
よ
り
一
ラ
ン

ク
低
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
実
際
、
山

陽
新
幹
線
の
橋
脚
の
強
度
は
、
建
設
当
初

か
ら
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
川
砂
不
足
か

兵庫県 南
部

地
震

か
　
　
　
　
　
ね
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のもたらしたもの


